
項目 開発検査法 現行検査法

検査精度

カキ1個当たり

ノロウイルス

100個

カキ1個当たり

ノロウイルス

100個

検査時間 ５～６時間 ２～３日

操作簡便性 ○ △

目視判定 ○ ×

高額検査機器 不要 必要

広島県立総合技術研究所

 

保健環境センター

 

保健研究部

二枚貝からのノロウイルスの高感度・迅速検出法の開発

水揚げ

 

加工

 

出荷

 

流通

 

消費期限

1～2日

2～3日

結果判明に2～3日必要（＝結果は出荷後）結果判明に2～3日必要（＝結果は出荷後）

5時間で判明5時間で判明

検

 

査

 

結

 

果

ノロウイルスの出荷前検査

リスク低減・安全性向上

ノロウイルスの出荷前検査

リスク低減・安全性向上

（現行検査方法）

広島カキの
生産出荷流通

（開発検査方法）

出荷前検査
不可能

出荷前検査
可 能

出荷 流通

検
査
結
果

1～2日

2～3日

＜主な必要機器及び検査キット＞

＋
・市販のRNA抽出キット
・市販のNASBA検査キット
・市販のRT-LAMP検査キット

高額機器不要の遺伝子増幅法
◆

 

NASBA法（短時間で増幅可能）
◆

 

RT-LAMP法（目視判定可能）
の長所を生かした組み合わせで相乗効果

高額機器不要の遺伝子増幅法
◆

 

NASBA法（短時間で増幅可能）
◆

 

RT-LAMP法（目視判定可能）
の長所を生かした組み合わせで相乗効果

②ノロウイルス遺伝子
（RNA）の抽出

①かきの内臓を摘出
結核の検査に用いられる

 

還元剤処理

④遺伝子の二次増幅
（RT-LAMP法, 63℃, 60分）

判

 

定（目視で判定）

白濁

 

青色呈色

 

緑色蛍光

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

③遺伝子の一次増幅
（NASBA法,

 

41℃, 100分）

開発したカキのノロウイルス検査の流れ

約２時間

約３時間

迅速，簡便に目視判定が可能

高額機器不要

長所を活かした組み合せで相乗効果

２

 

開発の方法によるノロウイルス検査（迅速，簡便，目視判定）

３

 

開発検査法と現行検査法の比較

●●○ 　●●○　　＜100
●●○　　○●●　　＜100
●○●　　●●●　　＜100
○○○　　○○○　　＜100～110
●●○　　●●○　　＜100～120
○○○　　○○○　　＜100
○○○　　○○○　　＜100～120
○○●　　●●●　　＜100
●○○　　●○○　　＜100
○○○　　○○○　　＜100
●○●　　○○○　　＜100
○○○　　○○○　　＜100
●○○　　●●○　　＜100
○●●　　●○○　　＜100
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ロット

 

開発方法

 

現行方法

 

ノロウイルス量

現行方法と同等の検出感度（高感度）現行方法と同等の検出感度（高感度）

検出法の検証例

１

 

水揚げ後のカキの出荷前ノロウイルス検査の実現

マイクロピペット ブロックヒーター（恒温槽） マイクロ遠心機
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